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1　 目　的

　福島第
一
原子力発電所の事故以来，放射線 リテ

ラシ
ー

の 向上が，学校教育現場 はもちろん，社会
一般にお い て も求め られ て い る。そ こ で ，可視光

と放射線 （エ ッ クス 線 ガン マ 線〉の 間に波長を

有する紫外線に注 目し， 放射線理解 ・教育へ の ア

プ ロ
ー

チ も視野に入れ た紫外線教育用教材の 開発

を実施 した 。

2 　方 法

　
一
部の デジタル カメラの CCD は，紫外線に対して

も僅か で あるが感 度を持 ち，適切な光学フ ィル タ
ー

を使用するこ とで ， 紫外線 の み の 画像を取得するこ

とがで きる。 本研 究で は ， デジタル カメラ（Nikon社製

D70s ）に ， 紫外透過・可視吸光フ ィル タ
ー（オ ー

エ ム

ジー
社製 U −340

， 中心 波長 340   ）を取 り付け ， 暗
室内で撮影を実施した （シ ャ ッタース ピー

ド 1！8 秒 ，
f

値 4．5）。光源には，波長切替えが可能な紫外線ラン

プ （UVP 社製 3UV −34）を用い ，365　 nm （UV −A ）と

305  （UV −B）の 紫外線を照射した。

2　結　果

　市販 の 紫外線防止用

化粧品に 関する測定結

果 を以下 に紹介する 。

い ずれも液状タイプで ，

日焼け止 め 効果の 指標

と な る　SPF （Sm

Protection　Factor）と PA

（Protection　　grade　of
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図 1 紫外 線 透過 画 像

UV −A ）は ，表 1の とおりである。なお，　SPF は UV −B を，

PA は UV −A の指標となる。

　図 1 は，日 　 表 1 画 像解析で算 出した透過 率［％亅
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線透過画像 （365   による撮黝 である。右半分が

塗布した部分で，輝度の低下が確認できる。ただし，

粘度 の 小さな試料にっ い て は ， 均
・一塗布が難しく，

画像にも不均一な明暗が見られる（F）。

　得 られた画像に つ い て ，塗布部と無塗布部 の 各

領域に つ い て平均輝度を求め ，透過率を算出し た

が
， SPF および PA と透過率の 明確な相関は得られ

なか っ た （表 1）。
これ は ， 塗布状態の 不均一性が 強

く影響してい ると考えられ ， 現在 ， 防止 剤を均一
に塗

布できる透明板を検討してい る。

3　まとめ ・考察

　市販 の 紫外線防止用 化粧品に つ い て，紫外線の

遮 へ い 効果を視覚的に確認 できたが ， 定量的評価

には い たらなかっ た。ガイドライン
1）
によるど 消費者

にとっ て購入 の 目安となる SPF や PA 値は ， 被験者

に防止剤を実際に塗布し
， 肌 にあらわれ た紅斑や 黒

化 を視覚的に評価し
， 算出して い る。今後 ， 定量的

な評価が可能になれば ， より客観的な算出も実現 で

きる。

　数多くの 紫外線対策商品が店頭に 並ぶ ように，紫

外線に対する関心は 高い。
一

方で ，紫外線は電波

や可視光，そして放射線が属する電磁波の
一

種で

あり，科学的要素を含ん で い る。ヒトの 眼で は，大差

の 無い 自然の 様子も，紫外線を通して 見ると，モ ン シ

ロ チ ョ ウの 雌雄で の 羽 の 違い など，新し い世界を垣

間 見ることがで きる。 この ように ，可視光で は とらえる

こ とが で きな い 身 の 回 りの 様子 を観察することで ，
「光 とは何な の か ？」学生 に考える機会を与え ， 電磁

波としての 光を認識する導入教材となる。

　今回 の原子 力発電所の事故を受け ， 放射線に 関

する教育が今後重要となる。紫外線と放射線はエ ネ

ル ギー的にも，法令上も全く別物ではあるが ，そ の

基本的hk質や，共 に負の イメージを与えることも共通

して い る。電磁波として の可視光・紫外線 ・放射線が

どの ように異なり，生物にどの ような影響を与え，工

業の 分野で どの ように利用されて い るの か ，対比 し

て考えることは，教育的手法として有用と思われる。
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